
11 年前に子宮頸がん手術を受けました。 浮

腫の自覚なく経過していましたが，左変形性膝

関節症を発症した 4 年前より両下肢浮腫が出

現。浮腫は疼痛がなく放置していましたが，膝

関節手術予定となり，整形外科医に「手術前に

リンパ浮腫を改善すること」と言われて受診。

子宮がん術後の右下肢続発性リンパ浮腫。 が

ん治療を受けた翌年より右下肢浮腫を自覚しま

したが，「治療法はない」と診断され 30 年以

上放置。高齢になり右下肢重量のため，いよい

よ歩行困難となって受診。 右下腿の皮膚は象

皮様に硬く変化していました（Ⅲ期）。

両側下腿の色素沈着を伴い皮膚が薄くなって

いることから，歩行量減少に伴う廃用性浮腫が

主因と判断。 軽めの圧迫療法にて速やかに両

側下腿浮腫が改善。リンパ機能は両側ともに

ほぼ正常とされる typeⅠで，良好な治療効果

が得られました。

認知機能の低下があり強圧の圧迫療法は導入

できず，中圧の弾性着衣の使用（4 か月）によ

り右下腿の硬い皮膚が少しずつ脱落し，正常な

皮膚を認めるようになって，Ⅲ期とはいえなく

なりました。リンパシンチグラフィは type Ⅲ

であり，治療に反応するリンパ機能でした。

症例2　70歳女性（ 図8 ）

症例1　79歳女性（ 図7 ）

A 	圧迫療法導入前後の全体像 B 	圧迫療法導入前後の右下腿 C 	リンパシンチ
グラフィ所見

図7 	症例1：79歳女性，子宮がん術後の右下肢続発性リンパ浮腫
A：認知機能低下のため弾性着衣上縁の食い込みを修正できない
B：角質層の代謝が悪く象皮様にみえていたが，速やかに正常化
C：右はtypeⅢでケアに反応可能なリンパ機能が残存

A 	初診時所見 B 	圧迫療法10日後所見 C 	リンパシンチ
グラフィ所見

図8 	症例2：70歳女性，11年前に子宮頸がん手術の既往がある両下肢浮腫
A：左膝の著明な変形と両側下腿の赤褐色色素沈着を認める。皮膚は薄い
B：両側下腿の浮腫は速やかに改善
C：両側typeⅠで，軽微な治療でも奏功する
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集特 実践！リンパ浮腫のケア リンパ浮腫の診断−臨床診断と画像評価による機能診断−3

　リンパ機能と治療効果がよく相関した症例を提
示します。

症例

　これまでのリンパ浮腫診療・ケアは医療者の知
識や経験に頼ってきました。しかし，さまざまな
モダリティが登場し，実際のリンパの流れやうっ
滞部位の描出による客観的な機能評価，治療効果
判定が可能となりつつあります。今後は高解像度

プローベを用いた超音波検査や MRI などによりリ
ンパ管そのものが詳細に観察されるようになって，
リンパ浮腫の病態生理が解明され，治療へ反映さ
れることが期待されています。画像評価を活用し
たよりよいケアを行うことが重要と考えます。
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